


な ん か い  E V E V T  N E W S

　本町鈴木神社にて、ふるさと祭りがあり参加されまし

た。今年は天候にも恵まれ、皆さんそれぞれ鈴木神社へ

の参拝を行われる方や出店での買い物を行ったり、フー

ドコートでのうどんやおでんなどの食事を楽しまれた方

などそれぞれでした。また、餅つきコーナーもあり頭に

鉢巻を巻き威勢よく餅を搗かれる方や記念撮影を行う方

もおられました。帰りの車内では「お腹いっぱい」「楽

しかった」と話が尽きない様子で皆さん満足そうな顔が

見られました。当施設の焼きトウモロコシ販売も評判良

くあっという間に完売しました。今回も地域の方との交

流も深まり楽しい一日を過ごすことができました。

本町ふるさとまつり

地域のおまつり見学

（唐津伸康）

11月

23日

 一年の締めくくりの行事である餅つき・忘年会が行わ

れました。今年も天草警察署若草会の７名の方にボラン

ティアとして協力して頂き、利用者の皆さんと一緒に餅

つきを行って下さいました。「がんばれー！」「よいし

ょ！」の応援の声や激しいきね使いに拍手が送られる場

面もあり、皆さん搗きたてのお餅を堪能され、12月20

日付けの熊日新聞でも紹介されました。

　忘年会ではたくさんのご馳走を楽しまれ、カラオケ大

会で自慢の声を披露されたり、思い思いに話に花を咲か

せておられました。御協力いただきました関係各位の皆

様に厚く御礼申し上げます。

　新年を迎え、この時期の恒例行事となっているのが「ど

んどや」。昨年法人施設が40周年を迎え、新たな一歩を

踏み出し41年目を迎える本年、利用者の方・職員共に健

康で良い年となるよう祈願しました。

　年末の餅つきや正月のお雑煮にと、お餅の提供が続きま

したが、誤嚥等の事故もなく多くの利用者が、日本の食文

化でもある「お餅」を十分に堪能されました。

　障がい者施設や特養などの老人施設にとってお餅の提供

には大きなリスクが伴います。ある事業所で「うちでは喉

につまるからお餅の提供はしない」というのを聞いた事が

あります。施設によって利用者の嚥下機能の状態が違うた

め一概には言えませんが、もしこれが安心・安全を大義名

分に、十分なアセスメントもなく安易に支援者が「お餅を

食べる」という日常の当たり前の喜びを奪っていたとした

らとても恥ずべき事です。確かに安心・安全は優先すべき

事であり、事故を未然に防ぐ視点、危機管理は重要ですが、

それと同等に、日常のささいな当たり前の生活や喜びを私

たちは大切にしていかなければならないはずです。

　当施設も嚥下機能に不安を抱える人には、お餅を普通の

（松浦光毅）

形状で提供する事ができません。しかし当然ながら支援者

が細かく千切ったり、お餅の部分を削いであんこだけを提

供したり、お雑煮やぜんざいの提供時にはお麩で代用した

りと、制限の中で最大限「できること」を管理栄養士や調

理員・支援員が模索しながら提供しています。まだまだ検

討の余地はあるにせよ、これはあらゆる支援の場面におい

ても共通することであり、支援によってどのような可能性

の広がりがあるのかという個別支援の基本でもあると思い

ます。

　例年同様お餅だけでなく、焼きイモや炊き出しの豚汁、

炭火で焼いた焼きイカなどバラエティに富んだどんどやで

利用者の方に楽しんで頂くことができ、改めて「食べる」

という事が人にとって大きな喜びの一つであることを実感

しました。この日常の何気ない当たり前の光景を今年も大

切にしていきたいと思います。

餅つき忘年会

１年の締めくくり
12月

17日

どんどや

「できること」を大切に
１月

12日

（大中佑介）



なんかいフォトアルバム

日帰り旅行（11月）

衣類購入（11月）



なんかいフォトアルバム

ふるさとまつり（11月）

餅つき・忘年会（12月）



なんかいフォトアルバム

お正月・初詣（１月）

どんどや（１月）



　

平
成
28
年
４
月
よ
り
施
行
予
定
と

な
っ
て
い
る
障
害
者
差
別
解
消
法
の

説
明
、
法
制
度
改
正
の
動
向
、
発
達

障
害
の
特
性
理
解
と
意
思
決
定
支
援

に
つ
い
て
の
研
修
と
な
り
ま
し
た
。

　

障
害
者
差
別
解
消
法
で
は
そ
の
中

身
と
合
理
的
配
慮
に
つ
い
て
具
体
的

な
事
例
を
踏
ま
え
検
討
し
て
い
く
内

容
で
、
話
の
中
で
「
五
体
不
満
足
」

の
乙
武
洋
匡
さ
ん
が
、
２
階
に
あ
る

飲
食
店
に
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
が
無
か
っ

た
為
、
階
段
で
運
ん
で
欲
し
い
と
お

願
い
し
た
が
、
忙
し
く
拒
否
さ
れ
入

店
で
き
な
か
っ
た
事
例
も
紹
介
さ
れ

ま
し
た
。
現
状
で
は
合
理
的
配
慮
は

事
業
所
に
お
い
て
努
力
義
務
で
あ
り

店
側
に
責
任
は
無
い
と
の
見
解
で
し

た
が
、
自
分
だ
っ
た
ら
ど
う
す
る
か

対
応
を
考
え
る
き
っ
か
け
と
な
り
ま

し
た
。

　

ま
た
発
達
障
害
の
特
性
理
解
と
意

思
決
定
支
援
の
話
で
は
「
障
が
い
を

持
っ
た
人
は
生
き
に
く
さ
を
感
じ
て

い
る
た
め
、
障
が
い
の
理
解
と
受
容

が
最
も
大
切
で
あ
る
」
と
の
言
葉
が

印
象
に
残
り
ま
し
た
。
今
回
学
ん
だ

事
を
振
り
返
り
、
研
修
テ
ー
マ
で
も

あ
っ
た
「
そ
の
人
ら
し
く
生
き
る
た

め
に
何
が
出
来
る
か
」
そ
の
人
の
立

場
に
た
っ
て
考
え
な
が
ら
支
援
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

12
月
1
日
・
2
日
の
2
日
間
、
熊

本
県
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ

た
平
成
27
年
度
初
任
者
キ
ャ
リ
ア
ア

ッ
プ
研
修
会
に
参
加
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
研
修
会
で
は
、
事
前
課
題

と
し
て
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
シ
ー
ト
を
製

作
し
参
加
。
テ
キ
ス
ト
の
内
容
を
確

認
し
て
福
祉
の
仕
事
を
し
て
い
く
中

で
大
切
な
事
を
学
ぶ
事
が
で
き
ま
し

た
。
福
祉
の
仕
事
は
大
変
な
仕
事
で

あ
り
ま
す
が
こ
れ
か
ら
ニ
ー
ズ
の
あ

る
仕
事
で
も
あ
り
、
社
会
の
期
待
が

ま
す
ま
す
大
き
く
な
っ
て
い
る
事
や

援
助
を
必
要
と
し
て
い
る
人
に
と
っ

て
不
可
欠
な
仕
事
で
あ
る
事
を
再
確

認
出
来
ま
し
た
。
ま
た
仕
事
上
で
の

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
大
切
さ
を

学
び
福
祉
・
介
護
の
仕
事
は
チ
ー
ム

プ
レ
ー
で
あ
っ
て
職
員
間
で
の
厚
い

信
頼
関
係
を
つ
く
る
の
が
大
切
だ
と

い
う
こ
と
も
改
め
て
感
じ
ま
し
た
。

　

今
の
自
分
の
目
標
と
し
て
介
護
福

祉
士
の
資
格
を
と
る
事
を
目
標
に
し

て
い
ま
し
た
が
、
今
回
の
研
修
会
に

参
加
し
自
分
が
も
っ
と
福
祉
の
専
門

家
と
し
て
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
で
き
る

よ
う
に
勉
強
し
、
介
護
福
祉
士
も
そ

う
で
す
が
も
っ
と
上
を
目
指
し
日
々

の
支
援
も
行
っ
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
し
た
。
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者
キ
ャ
リ
ア
ッ
プ
研
修
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門
職
と
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て
の
キ
ャ
リ
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ッ
プ
を
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し
て

専
門
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と
し
て
の
キ
ャ
リ
ア
ッ
プ
を
目
指
し
て
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社
会
福
祉
法
人
と
は
何
な
の
か
、

ど
の
よ
う
な
役
割
が
あ
る
の
か
、
今

何
が
求
め
ら
れ
て
い
る
の
か
|
。
今

回
「
社
会
福
祉
法
人
で
あ
る
こ
と
の

自
覚
と
実
践
」
を
テ
ー
マ
に
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
形
式
で
、
今
後
自
法
人
で

取
り
組
む
こ
と
が
で
き
る
公
益
的
な

活
動
に
つ
い
て
検
討
し
ま
し
た
。

　

昨
今
社
会
福
祉
法
人
は
、
地
域
ニ

ー
ズ
へ
の
不
十
分
な
対
応
や
不
透
明

な
財
務
状
況
、
内
部
留
保
等
の
指
摘

か
ら
そ
の
在
り
方
が
問
わ
れ
て
い
ま

す
。
今
求
め
ら
れ
て
い
る
の
は
、
こ

れ
ま
で
の
社
会
福
祉
事
業
の
中
心
的

役
割
を
果
た
す
だ
け
で
な
く
、
地
域

福
祉
の
推
進
や
、
制
度
・
市
場
原
理

で
は
満
た
さ
れ
な
い
ニ
ー
ズ
な
ど
今

日
的
諸
問
題
の
解
決
に
も
取
組
み
、

存
在
意
義
を
ア
ピ
ー
ル
し
地
域
の
理

解
を
得
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

と
は
言
え
、
従
来
の
社
会
福
祉
事

業
の
質
を
し
っ
か
り
と
担
保
し
つ
つ

こ
れ
ら
を
並
行
し
て
実
施
す
る
事
は

容
易
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
地
域
貢
献

活
動
を
実
施
す
る
事
で
、
す
で
に
実

施
し
て
い
る
社
会
福
祉
事
業
を
疎
か

に
し
て
は
本
末
転
倒
で
す
。
積
極
的

な
活
動
が
実
施
で
き
る
よ
う
な
環
境

整
備
が
必
要
で
あ
り
、
サ
ー
ビ
ス
の

質
向
上
や
職
員
処
遇
の
向
上
、
人
材

育
成
等
の
取
り
組
み
を
十
分
に
行
っ

て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

今
回
、
具
体
的
な
地
域
貢
献
事
業

の
企
画
考
案
ま
で
に
は
至
り
ま
せ
ん

で
し
た
が
、
職
員
一
人
ひ
と
り
が
社

会
福
祉
法
人
の
使
命
と
、
そ
の
職
務

に
従
事
す
る
者
と
し
て
の
自
覚
を
再

認
識
で
き
た
実
り
あ
る
も
の
で
あ
っ

た
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
、
私
た
ち
の
法
人
で
も

日
々
の
活
動
の
中
で
、
介
護
保
険
の

優
先
原
則
の
問
題
や
医
療
行
為
が
必

要
な
利
用
者
へ
の
対
応
等
、
既
存
の

制
度
や
サ
ー
ビ
ス
で
は
対
応
で
き
な

い
問
題
に
直
面
し
、
そ
の
都
度
向
き

合
い
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。
し
か

し
今
後
は
よ
り
具
体
的
に
わ
か
り
易

い
形
で
実
践
し
、
地
域
に
発
信
し
て

い
か
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
今
後
も
協

議
を
重
ね
て
い
く
予
定
で
す
が
、
地

域
貢
献
の
「
義
務
化
」
と
い
う
言
葉

に
強
制
さ
せ
ら
れ
る
の
で
は
な
く
、

皆
が
地
域
に
お
い
て
そ
の
必
要
性
を

感
じ
、
率
先
し
て
参
画
し
取
り
組
め

る
事
業
に
こ
そ
目
的
を
達
成
し
た
時

の
充
足
感
が
あ
り
、
地
域
に
認
知
さ

れ
る
継
続
し
た
事
業
に
な
り
得
る
と

考
え
て
い
ま
す
。

公
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な
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（
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域
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献
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取
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手伝いをがんばりま
した

貼り絵作業をがんばり
ました

黒 木 俊 介 さん 濱 洲 友 和 さん

作業をがんばりました カレンダーづくりを
がんばりました

山 崎 茂 幸 さん

紙千切り作業をがんば
りました

渡 辺 博 子 さん吉永佳央理さん

毎月「なにかひとつ頑張った」ことを表彰している「がんばったで賞」

今回は平成27年11月から平成28年１月に受賞された皆さんです。

1 2 月

歩行をがんばりました 空き缶の仕分け作業を
がんばりました

安 達 太 郎 さん 北 　 朋 久 さん

木工作業をがんばりま
した

ビーズ通し作業をがん
ばりました

富 田 純 善 さん

歩行をがんばりました

山 下 金 也 さん野元とも子さん

（Dec）

1 月

紙千切り作業をがんば
りました

給食の献立書きをがんば
りました

有 江 康 子 さん 植 尾 啓 介 さん

洗面所の掃除をがんば
りました

リハビリをがんばりま
した

濱 　 　 毅 さん

歩行をがんばりました

水 上 義 宏 さん前 田 恵 介 さん

（Jan）

1 1 月（Nov）

４月より販売開始南海寮の 各種１本６０円

★ナス（千里長茄子）

★ピーマン（エース）

★トマト（桃太郎）

★ミニトマト（ペペトマト）

★カボチャ

　今年も例年通り、野菜の苗を仕立ています。

　毎年、皆様にはご愛顧頂きありがとうございます。

　昨今、野菜の値段も高騰しています。是非今回も

南海苗を利用して頂き、野菜作りを頑張ってみて下

さい。心をこめて仕立てていますのでご協力よろし

くお願いします。

★キュウリ（長華、南進）

★カボチャ（エビス）

★オクラ（丸オクラ）

★シシトウ

お電話での注文随時受け付けております！【担当：森山】

TEL 0969-23-3850／FAX 0969-22-4977




